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癌細胞が血流にのって転移する際、その表面に血小
板を凝集させることが知られている。受賞者は、癌細
胞上の血小板凝集因子がポドプラニンという糖タンパ
ク質であることをつきとめ、その遺伝子を同定し分子
構造を明らかにした。また、ポドプラニンによる血小
板凝集のメカニズムを分子レベルで解明すると同時
に、ポドプラニンによる癌転移を抑制する抗体を作製
し、分子標的治療のターゲットであることを示した。

ポドプラニンは、既に世界中で腫瘍マーカー、リン
パ管マーカーとして癌研究や臨床の現場で利用されて
いる。さらにポドプラニンを標的とした転移抑制薬、
血栓抑制薬の開発も進行中である。2007年には、日
本がん転移学会研究奨励賞、日本分子腫瘍マーカー
研究会学術奨励賞、井上研究奨励賞を受賞しており、
高い評価を得ている。
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